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１．はじめに  

 上野駅公園口エリアは，2020 年の節目に向けて，

文化施設の集結する上野公園口を国際的なシンボル

にするため整備プランを検討した結果，東京都・台

東区・JR 東日本 3 者の協力により，都立上野恩賜公

園の文化施設からの歩行者同線上に上野駅公園口を

移設することとなり，施工を進めているところであ

る（図 1）．JR 東日本では，上野駅公園口改札の移設

に伴い，駅舎を増築することとしており，新たに 14
本の場所打ち杭（杭径φ1.7m，杭長 L=18.0m）を，

リバース工法を用いて施工する．そのうち，Y1-X1
杭は，ホーム上の仮囲い外に位置するため，施工に

時間を要することが課題であった． 
 本稿では Y1-X1 杭施工における，安全を保持した

上での施工時間確保について取り組んだ内容を報告

する． 
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図 1 公園口改札移設計画概要図 

２．Y1-X1 杭施工における課題 

 本工事における 14 本の場所打ち杭は，TBH マシン

を使用し掘削を行った．また，マシン設置等の準備・

片付け作業を除くホーム上での掘削は，列車運行の

ない時間帯での施工を条件とした．Y1-X1 杭は仮囲

い外お客さま通行エリアでの作業となるため，マシ

ン留置が不可能であり，掘削作業の前後にマシンの

移動時間を確保する必要がある（図 2）．駅営業時間

外にマシンの自走により移動を行う場合，掘削時間

が 1 日 30分程度しか確保できなくなることが課題で

あった． 

 
図 2 杭位置及びマシン移動経路 

３．施工方法の検討 

3.1．配管の埋設 

 TBH マシンを使用して場所打ち杭を施工する場合，

必要となる配管は排泥管，送泥管，自動給水管，各

種電気コード，水道ホースである．作業時間帯外に

おける孔内水位低下時の孔壁崩壊防止対策として，

自動給水管及び孔内水位管理システムの電気コード

は常にヤード内の制御盤及び循環槽と接続しておく

必要がある．このため，仮囲い外の配管は埋設し，

常時孔内の水位管理ができるよう工夫した．さらに，

施工時の配管作業時間を削減するため，できる限り

この他の配管も埋設できるよう計画した．これによ

り配管時間の内40分間を削減した計画を立てること

ができた．ただし排泥管は埋設すると配管内が詰ま

った際に対応できなくなるため，埋設配管とはせず，

施工時に配管することとした． 
3.2．掘削機械の移動時間の短縮 

TBH マシンをジャッキによる自走で仮囲いから施

工箇所まで移動させた場合，移動距離は 12m 程度と

なり，準備段階の移動・据付作業だけで 40 分程度か
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かる．サイクルタイム上，移動に時間を要し過ぎて

しまい，掘削時間を圧迫する大きな要因となってい

たため，移動時間の短縮を検討した．検討の結果，

マシンは自走させず，重量物をエアで浮かせて運ぶ

機械「エアクッションモジュラー（写真 1）」を用い

て移動させることにした．本施工では約 4t の TBH
マシンの足元に 4 箇所エアクッションモジュラーを

設置し，7 名程度の作業員で軌道修正を行いながら押

して移動させた． 

 
写真 1 エアクッションモジュラー 
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3.3．作業間合いの拡大 

列車運行のない時間帯に掘削作業をより長い時間

行うべく，作業間合いの拡大を検討した．作業間合

いを拡大するためには，駅営業時間内にお客さま通

行エリア内で準備・片付け作業を行うことが必須で

あることから，利用客の安全を確保しつつ作業が進

められるよう，作業条件の洗い出しを行った． 

・利用客の少ない時間帯での施工（0～5 時） 
・利用客の安全を確保するための作業帯，交通整理

員の配置計画策定（図 3） 
以上の条件を網羅した作業計画を立てることにより

利用客の安全を確保しつつ，作業時間を拡大させ，

掘削時間の増加を図った．利用客の安全を確保する

配置計画のポイントは「最小限のホーム上仮覆工範

囲にすること」「施工時の仮覆工開口幅は最小限にす

ること」「ホームドア開閉部分に近接した作業帯箇所

は簡易的にフェンスを設置し，利用客が追突しても

作業帯内に倒れることがないような構造とするこ

と」「既存ホーム上柱と作業帯の間には，無闇に隙間

を作らないこと（狭隘箇所における利用客の通り抜

け防止）」「作業帯の各面及び利用客からの視認性が

悪い箇所には交通整理員を配置すること」とし，最

適な配置について，駅営業側・施工側双方の目線か

ら綿密に計画を行った． 

 
図 3 作業帯・交通整理員配置計画 

４．施工間合い確保の結果 
掘削機械の移動時間を短縮したことで 40 分間，作

業間合いを拡大したことで70分間掘削時間が増加し，

1 日 140 分間（110 分増）掘削することが可能になっ

た（図 4）．この結果 Y1-X1 杭の掘削は，当初計画で

38 日間かかるとされていたところ，実施工は 8 日間

で終えることができた．また，鉄筋籠の建込（夜間

き電停止間合い（1：40～3：40））が 2 日，コンクリ

ート打設（拡大間合い）が 1 日での施工だったため，

Y1-X1 杭の実施工日数は合計 11 日となった． 
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図 4 施工間合い比較 

５．おわりに  

 本工事におけるホーム上の場所打ち杭施工は，上

記に示す対策を行うことにより，利用客の安全性を

確保しながらも最大限の施工時間を得ることができ

た．今後も安全には細心の注意を払い，本工事を完

遂させていく所存である． 
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